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研究成果の概要（和文）：高度経済成長期を中心に戦後日本の政治、経済、社会の歴史研究を行った。3年間を通して
月１回のペースで研究会を開催し、研究報告とともに関連する研究動向、研究成果の合評会等を積み重ねた。研究分担
者は各分担テーマで資料調査、現地調査を行い、研究成果を発表してきた。3年間で独自に著作を刊行した分担者も少
なくない。国際シンポジウムと学会シンポジウムを各1回のほか、市民向けの公開講演会を2回開催した。2016年度、3
年間の研究成果を踏まえ、研究叢書『戦後日本の開発・高度成長と民主主義――地域からの照射』（仮題）を刊行する
。

研究成果の概要（英文）：We have done the historical research of politics, economy and society of the 
postwar Japan at the center of the rapid growth period.We took workshop once a month in the past three 
years developing the research and reaped the rich harvest from the study.Each member has done the field 
research and the resource research in each theme, and presented the study results.Not a few members have 
published the books in these three years. Also, we held the international symposium, the academic 
symposium and two public lecture for the citizen.In 2016 we will publish “The development, rapid growth 
and democracy of the post war Japan: the irradiation from the region” (temporary title) as the study 
result in these three years.

研究分野：近現代日本経済史

キーワード： 戦後日本　高度経済成長　開発　地域　政府　都市と農村　社会運動　周縁性
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１．研究開始当初の背景 
明治維新の 1868 年から本研究を開始した
2013年までの約150年を1945年で区切ると、
後期の戦後は前期の戦前・戦時と年数はあま
り変わらないのに、歴史研究は大きく立ち遅
れているという現実があった。確かに経済学
や政治学では高度経済成長期を中心に戦後
日本の経済や政治を分析した研究が多く存
在した。21 世紀に入って、戦後を扱う経済史
や政治史の研究者の活躍が目立つようにな
った。戦後史に関する講座ものも次々に出版
されるようになった。しかし、一次資料や現
地調査にもとづく戦後の本格的歴史研究は
十分ではなく、その活性化が求められていた。
こうした状況を少しでも克服し、高度成長と
戦後日本に関する独自の歴史像を提起した
いと考え、関西の若手戦後史研究者と共同研
究の組織を立ち上げた。 
研究代表者は先に戦後大学生協史を組織
し、共編著『大学の共同を紡ぐ―京都大学生
協』（日本生活協同組合連合会、全 477 頁、
2012 年）を刊行した。同成果を踏まえ、広い
視点から戦後日本の歴史研究を行いたいと
いう個人的問題意識も研究を開始する動機
にあった。 
 
 
２．研究の目的 
高度経済成長は戦後改革と並ぶ戦後史の
二大転機である。高度経済成長期の経済発展
と社会変動の関連を明らかにすることは、現
在の国のかたちと社会を読み解くうえで不
可欠である。そこで、現在の視点から戦後日
本と高度経済成長について総合的な歴史研
究を行い、日本戦後史の見直しを図る。「日
本は経済大国である。しかし、豊かな国では
ない」として暉峻淑子『豊かさとは何か』が
出版されたのはバブル絶頂期の 1989 年であ
った。こうした見方は今や社会の常識になっ
た。それから 20 年余、限度を超える格差社
会の進展に加え、ついに「文明史の転換」と
もいうべき 3.11 を受け、日本社会の崩壊、
国民の持続的生存の危機さえ現実味を帯び
るようになった。これが戦後 70 年を超えた
今の日本のすがたである。なぜ日本はこのよ
うな社会になったのか。本研究は戦後、とく
に高度経済成長期日本の研究を通して、この
問題を歴史から探ろうとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は以上の問題意識に立つ戦後日本と
高度経済成長に関する総合的な歴史研究で
ある。総合的とは、第 1に、研究の方法とし
て歴史の全体性を重視する。研究の性格を考
慮すると多様なテーマについて研究が求め

られるが、研究の現状とアウトプットを重視
し、研究の対象をある程度限定せざるを得な
い。第 2に、研究の学際性である。日本近現
代史を中心に多様な分野の研究者を組織し
た。本研究は 3年間の予定で実施し、研究成
果を著作にまとめ刊行する。研究目的の達成
のため、関西エリアの各分野実績のある多様
な研究者を集めた。問題意識を共有する研究
者の報告・討論の場である定例研究会（研究
合宿）を重視する。研究会を通して高いレベ
ルの共同研究をめざし、研究成果につなげる。
研究会は歴史の証言者の記録づくりの場で
もある。斯界の研究発展に資するため、ヒア
リングを系統的に実施し、資料価値の高い聞
き書き記録を蓄積する。本研究では現地調査
が不可欠である。研究成果は、研究拠点であ
る同志社大学人文科学研究所（以下、人文研
という）の機関誌に順次発表していく。人文
研主催の国際学術シンポジウムや公開講演
会等の事業に積極的に参画する。 
 
 
4．研究成果 
（１）2013 年度 
研究組織を立ち上げて 1年目。諸事、順調
にスタートを切ることができた。第 1に、研
究代表者による研究の進め方の提案とそれ
を受けた議論を行った第 1 回の研究会以降、
研究会を月 1回のペースで開催した。研究分
担者等が順次報告、年間を通して 10 回の研
究会をかぞえた。第 2に、2013 年人文研主催
国際学術シンポジウムにおいて研究分担者 3
人がコーディネーター、報告者を務め、「日
本の『戦後史』と東アジア」を開催した。第
3に、研究代表者が 2013 年度日本村落研究学
会テーマセッション（テーマ：村の再編）の
コーディネーターを務めた。第 4に、研究メ
ンバーが多くの研究成果を発表した。第5に、
高度経済成長期を中心として戦後史の文
献・資料を系統的に収集した。 
 
（２）2014 年度 
研究組織が始動して 2年目。研究代表者を
中心に本年度の研究成果をまとめると以下
の通りである。第 1に、昨年度に引き続き研
究会を月 1回のペースで開催する一方、秋に
は「市民化する住民、開発と公害を生きる」
というテーマで公開講演会を開催した。第 2
に、研究会では女性史研究者である井上とし
氏を招き、その著書をめぐって討論を行い、
記録を人文研機関誌に発表した。第 3に、６
月の研究会における広原報告を発展させ、公
開講演会を開催し、記録を人文研ブックレッ
トとして刊行した。第４に、その他の研究成
果としては、人文研機関誌に「戦後と高度成
長を穿つ」として特集号を組み、３本の論文



等を掲載した。なお、同号には 2013 年開催
の前記国際学術シンポジウム「日本の『戦後
史』と東アジア」の各報告も掲載した。第 5
に、コーディネーターとして研究代表者は日
本農業史学会シンポジウム「農家・農村の戦
後と高度成長を穿つー移動、女性、高齢者」
とのテーマでシンポジウムを開催した。この
シンポジウムでは研究分担者1名が報告した。
第 6に、研究代表者がコーディネーターを務
めた前記 2013 年度日本村落研究学会大会テ
ーマセッション「村の再編」の記録を『年報
村落社会研究 50 市町村合併と村の再編－
その歴史的変化と連続性』（農山漁村文化協
会、2014 年）にまとめ刊行した。第 7に、研
究分担者も各分担テーマで研究を進め、著作
等で研究成果を発表した。第 8に、引き続き
高度成長期を中心に戦後史の文献・資料を系
統的に収集した。 
 
（３）2015 年度 
研究期間の最終年度。第 1 に、3 年間を通
して月 1回のペースで研究会を開催した。第
2 に、研究分担者等は各分担テーマで資料調
査、現地調査を進め、研究成果を発表してき
た。研究拠点である同志社大学人文研機関誌
を中心に論文等を発表するとともに、3 年間
でそれぞれ著作をまとめ刊行したメンバー
も少なくない。第 3 に、研究組織で 2015 年
度日本農業史学会大会シンポジウムを開催
した。第 4 に、人文研第 87 回公開講演会を
開催した。第 5に、研究分担者等は積極的に
研究成果を発表した。第 6に、引き続き高度
成長期を中心に戦後史の文献・資料を系統的
に収集した。以上のうち本年度の主要な研究
成果としては、『社会科学 特集 戦後と高
度成長を穿つ（２）』、『沖縄と村から見る戦
後の日本』（人文研ブックレット№．52、第
37 回公開講演会、2016 年 2 月）、「2015 年度
日本農業史学会大会シンポジウム：農家・農
村の戦後と高度成長を穿つ」『農業史研究』
第 50 号、2016 年 3月）が挙げられる。 
なお、2016 年度、これまでの研究成果を踏
まえ、人文科学研究所叢書として『戦後日本
の開発・高度成長と民主主義ー地域からの照
射』（仮題）を刊行する。その概要、章別構
成は次の通りである。 

 

序章 課題と方法       庄司 俊作 

第 1章 高度成長都市神戸市の軌跡        

広原 盛明 

第 2章 エネルギー革命と地域開発        

小堀 聡 

第 3章 高度経済成長と消費生活の変化      

尾崎（井内）智子 

第 4章 戦後失業対策事業と失対労働者運動    

杉本 弘幸 

第 5章 京都民主戦線についての一試論      

福家 崇洋 

第 6章 高度経済成長とうたごえ運動       

河西 秀哉 

第 7章 戦後改革と高度経済成長のあいだ 

                              庄司 俊作 

第 8章 村の教師と村づくり  櫻井 重康  

第 9章 沖縄の基地と女性    桐山節子 

第 10 章  沖縄における観光業の変遷 

櫻澤 誠 

あとがき           庄司 俊作 
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⑱今井小の実他、ミネルヴァ書房、アジアの

中のジェンダー、2015、273 
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⑳藤井祐介・小堀誠・広原盛明、人文研ブッ

クレット NO.48 、市民化する住民、開発と公

害を生きる、2015、84 

㉑桐山節子・櫻井重康、人文研ブックレット

NO.52、沖縄と村から見る戦後の日本、2016、

75 

 

注 

①以上は、研究期間（平成 25～27 年度）の

研究成果である。 

②雑誌論文、学会発表、図書とも主要なもの

に限り一部を挙げている。従って、実績報告

書におけるとは一致しない。 

③雑誌論文、学会発表は研究代表者と研究分

担者の研究成果に限っており、連携研究者と

研究協力者の雑誌論文等は省いている。 

④連携研究者と研究協力者に関しては、図書

のみを挙げている。連携研究者と研究協力者

は人文科学研究所叢書の執筆予定者で、2016

年 4月開始の新研究会のメンバーである。 
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